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１
月
11
日
、
介
護
フ
ォ
ー
ラ
ム
実
行

委
員
会
主
催
の
「
介
護
フ
ォ
ー
ラ
ム

２
０
１
５
」
が
全
労
連
会
館
で
開
催

さ
れ
１
１
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

記
念
講
演
は
、
聖
徳
大
学
の
篠
崎

良
勝
准
教
授
か
ら
「
介
護
職
の
専
門

性
を
確
保
し
、
処
遇
改
善
を
図
る
た

め
に
」
と
題
し
て
話
し
が
あ
り
、
東

日
本
大
震
災
で
の
介
護
支
援
の
状
況

を
通
し
て
介
護
の
専
門
性
が
強
調
さ

れ
、
介
護
の
専
門
性
を
確
保
す
る
た

め
に
も
処
遇
改
善
が
必
要
な
こ
と
が

語
ら
れ
ま
し
た
。

現
場
か
ら
の
報
告
と
し
て
、
ケ
ア
ー

ワ
ー
カ
ー
や
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
立

場
か
ら
の
報
告
や
、
介
護
事
業
者
か

ら
の
報
告
が
出
さ
れ
交
流
し
ま
し
た
。

集
会
の
最
後
に
、
「
介
護
・
障
害

福
祉
従
事
者
の
人
材
確
保
の
た
め
の

処
遇
改
善
と
、
医
療
・
介
護
総
合
法

の
実
施
中
止
を
求
め
る
た
め
に
、
共

同
し
た
運
動
を
大
き
く
発
展
さ
せ
よ

う
」
の
集
会
ア
ピ
ー
ル
を
全
体
で
確

認
し
ま
し
た
。

集
会
後
、
休
日
で
賑
わ
う
秋
葉
原

駅
ま
で
、
沿
道
か
ら
の
大
き
な
声
援

も
受
け
な
が
ら
、
元
気
に
パ
レ
ー
ド

を
行
い
ま
し
た
。

介
護
を
よ
く
す
る
東
京
の
会
の
14

年
度
総
会
が
、
１
月
29
日
に
開
催
さ

れ
23
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

相
川
事
務
局
長
か
ら
、
こ
の
間
の

取
り
組
み
経
過
の
報
告
と
今
後
の
取

り
組
み
の
提
案
が
出
さ
れ
、
会
計
報

告
を
含
め
全
体
で
確
認
し
ま
し
た
。

記
念
講
演
は
、
安
達
智
則
氏
（
健

和
会
医
療
福
祉
調
査
室
長
）
が
「
介

護
保
険
第
６
期
事
業
計
画
と
各
地
域

で
の
運
動
前
進
に
向
け
た
取
り
組
み
」

と
題
し
て
講
演
し
ま
し
た
。

交
流
で
は
、
世
田
谷
・
足
立
区
、

国
立
市
の
介
護
保
険
の
検
討
状
況
と

地
域
で
の
取
り
組
み
が
報
告
さ
れ
、

全
体
で
自
治
体
に
対
す
る
運
動
を
強

化
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

１
月
26
日
の
第
１
８
９

通
常
国
会
開
会
日
、
国

会
請
願
デ
モ
（
３
５
０

人
参
加
）
を
行
い
、
終

了
後
に
国
民
大
運
動
実

行
委
員
会
、
中
央
社
保

協
、
安
保
破
棄
中
央
実

行
委
員
会
の
３
団
体
主

催
の
院
内
集
会
（
１
６

０
人
参
加
）
を
行
い
ま

し
た
。

院
内
集
会
に
は
、
共

産
党
新
人
衆
議
院
12
人

を
は
じ
め
18
人
の
衆
参

の
議
員
が
か
け
つ
け
、

山
下
芳
生
参
議
院
議
員

が
国
会
情
勢
報
告
と
激
励
あ
い
さ
つ
を
行
い
ま

し
た
。

安
部
首
相
は
国
会
に
対
し
、
政
治
に
関
す
る

基
本
姿
勢
を
示
す
冒
頭
で
の
所
信
表
明
演
説
を

行
わ
な
い
と
い
う
事
態
は
き
わ
め
て
異
常
で
す
。

こ
の
よ
う
な
国
会
軽
視
の
姑
息
な
態
度
は
、
総

選
挙
前
の
臨
時
国
会
の
時
と
全
く
同
じ
で
あ
り
、

国
民
を
愚
ろ
う
す
る
態
度
を
繰
り
返
し
て
い
る

と
い
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

今
国
会
の
会
期
は
、
６
月
24
日
ま
で
の
１
５

０
日
間
と
報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
悪
法
成
立

の
た
め
、
大
幅
延
長
の
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

安
部
暴
走
政
治
に
ス
ト
ッ
プ
を
か
け
る
た
め
、

引
き
続
き
全
力
を
あ
げ
ま
し
ょ
う
。



国
の
介
護
保
険
制
度
改
悪
を
う

け
て
、
葛
飾
区
は
第
６
期
介
護
保

険
事
業
計
画
案
を
提
示
し
ま
し
た
。

地
域
支
援
事
業
の
15
年
度
か
ら

の
実
施
は
見
送
り
、
17
年
度
か
ら

の
実
施
を
予
定
し
て
い
る
よ
う
で

す
が
、
介
護
保
険
料
に
つ
い
て
は
、

基
準
保
険
料
（
月
額
）
５
１
８
０

円
か
ら
５
９
５
０
円
と
大
幅
な
値

上
げ
案
が
提
示
さ
れ
ま
し
た
。

葛
飾
で
10
年
ぶ
り
に
「
高
齢
者

の
つ
ど
い
」
を
開
い
た
高
齢
者
懇

談
会
（
準
備
会
）
は
、
１
月
31
日

に
東
京
高
齢
期
運
動
連
絡
会
会
長

の
金
子
さ
ん
を
講
師
に
お
招
き
し

て
結
成
総
会
を
開
催
し
ま
す
。

準
備
会
は
、
年
金
者
組
合
、
東

京
土
建
建
長
会
、
社
保
協
、
守
る

会
、
葛
退
教
、
生
協
「
ふ
き
の
と

う
」
、
介
護
を
よ
く
す
る
会
な
ど

を
中
心
に
、
日
本
高
齢
者
大
会
に

代
表
派
遣
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。

総
会
で
は
、
講
師
の
金
子
さ
ん

よ
り
高
齢
者
の
置
か
れ
て
い
る
現

状
や
歴
史
と
課
題
に
つ
い
て
報
告

し
て
い
た
だ
く
予
定
に
な
っ
て
い

ま
す
。

（
社
保
協
ニ
ュ
ー
ス
よ
り
）

渋
谷
区
が
、
今
年
４
月
か
ら
実

施
す
る
第
６
期
高
齢
者
福
祉
・
介

護
保
険
事
業
計
画
案
の
住
民
説
明

会
（
12
月
10
日
、
初
台
区
民
館
）

に
、
社
保
協
か
ら
２
人
（
福
井
会

長
、
嘉
瀬
事
務
局
長
）
が
参
加
し

ま
し
た
。

今
後
３
年
間
の
事
業
計
画
の
概

要
が
、
区
福
祉
部
か
ら
説
明
さ
れ
、

認
知
症
対
策
や
地
域
包
括
セ
ン
タ
ー

の
機
能
な
ど
の
強
化
、
地
域
支
援

事
業
に
つ
い
て
（
介
護
保
険
か
ら

の
移
行
は
今
年
度
は
行
わ
な
い
こ

と
）
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

１
人
暮
ら
し
、
老
々
世
帯
の
割

合
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
詳
し
く
調

査
を
し
て
い
な
い
な
ど
、
高
齢
者

対
策
に
本
腰
を
入
れ
て
い
る
の
か

疑
問
に
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
概

要
説
明
の
た
め
、
具
体
的
な
こ
と

は
な
に
も
明
ら
か
に
さ
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。
社
保
協
と
し
て
は
、
現

行
制
度
よ
り
充
実
し
た
計
画
を
要

望
し
ま
し
た
。

12
月
渋
谷
区
議
会
へ
の
請
願
行

動
で
は
、
消
費
税
増
税
中
止
を
国

に
求
め
る
請
願
を
区
議
会
に
提
出

し
ま
し
た
が
、
共
産
党
と
２
人
の

無
所
属
議
員
以
外
の
会
派
・
議
員

の
反
対
で
不
採
択
に
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
医
療
・
介
護
総
合
法
の
廃

止
請
願
は
、
会
派
の
意
見
が
お
り

あ
わ
ず
継
続
審
議
に
な
り
ま
し
た
。

（
社
保
協
ニ
ュ
ー
ス
よ
り
）

12
月
19
日
、
７
回
目
を
む
か
え

る
練
馬
社
保
協
が
主
催
す
る
「
練

馬
な
ん
で
も
相
談
会
」
が
平
成
つ

つ
じ
公
園
で
開
催
さ
れ
相
談
者
が

22
人
も
あ
り
ま
し
た
。

内
訳
は
、
医
療
相
談
が
４
件
、

76
歳
の
男
性
に
は
「
大
泉
医
療
生

協
病
院
の
無
料
低
額
診
療
、
身
障

者
手
帳
の
取
得
」
を
紹
介
す
る
も

「
希
望
も
な
い
、
お
金
も
な
い
」

と
い
う
相
談
者
。
法
律
相
談
で
は
、

遺
産
相
続
問
題
な
ど
。

老
後
の
問
題
や
介
護
問
題
の
相

談
も
多
く
、
「
一
人
暮
ら
し
で
心

配
」
「
一
人
で
自
分
の
老
後
が
心

配
」
「
妻
が
入
院
し
て
い
る
が
、

次
の
受
け
入
れ
先
を
探
す
の
が
大

変
」
な
ど
で
す
。

当
日
は
、
練
馬
駅
周
辺
で
宣
伝

を
行
い
、
そ
の
場
か
ら
そ
の
ま
ま

相
談
会
場
に
来
る
人
も
い
る
な
ど
、

深
刻
な
生
活
実
態
が
浮
か
び
あ
が

り
ま
し
た
。
こ
の
行
動
に
は
、
相

談
員
や
宣
伝
隊
で
52
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

（
事
務
局
長

阿
部

弘
明
）

国
分
寺
社
保
協
は
、
昨
年
「
国

民
健
康
保
険
税
の
値
上
げ
中
止
」

を
求
め
る
陳
情
署
名
に
取
り
組
み
、

３
０
４
０
筆
を
集
約
し
市
議
会
に

提
出
し
ま
し
た
。

「
毎
年
、
毎
年
な
ぜ
そ
ん
な
に

上
げ
る
の
で
す
か
？
消
費
税
も
上

げ
ら
れ
こ
れ
で
は
生
活
が
で
き
ま

せ
ん
」
多
く
の
市
民
か
ら
怒
り
の

声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、

自
民
・
公
明
・
ネ
ッ
ト
な
ど
の
賛

成
で
国
保
税
は
値
上
げ
と
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
値
上
げ
幅
は
、

夫
婦
・
子
ど
も
２
人
収
入
４
９
８

万
円
の
世
帯
で
３
万
円
を
超
え
る

値
上
で
す
。
し
か
し
、
こ
の
取
り

組
み
の
中
で
今
ま
で
減
ら
さ
れ
続

け
て
き
た
国
保
会
計
へ
の
一
般
財

源
繰
入
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

（
社
保
協
ニ
ュ
ー
ス
よ
り
）
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12
月
27
日
か
ら
４
日
を
メ
イ
ン
期
間

と
し
て
、
「
ふ
と
ん
で
年
越
し
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
２
０
１
４
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

年
末
年
始
の
役
所
の
閉
庁
期
間
は
、

福
祉
事
務
所
等
の
窓
口
が
閉
ま
り
ま
す
。

住
ま
い
を
失
う
な
ど
困
窮
し
て
も
相
談

す
る
場
所
が
な
く
制
度
が
利
用
で
き
ま

せ
ん
。
今
年
は
特
に
閉
庁
期
間
が
長
く
、

対
策
を
必
要
と
し
ま
し
た
。

27
日
か
ら
、
路
上
生
活
者
支
援
団
体

が
都
内
各
地
で
行
っ
て
い
る
炊
き
出
し

等
の
取
り
組
み
の
う
ち
、
池
袋
・
渋
谷
・

新
宿
・
山
谷
と
連
携
し
て
、
シ
ェ
ル
タ
ー

開
設
を
中
心
と
し
た
支
援
を
実
施
し
、

連
日
の
シ
ェ
ル
タ
ー
利
用
者
訪
問
と
生

活
再
建
に
向
け
た
相
談
活
動
を
行
い
ま

し
た
。
シ
ェ
ル
タ
ー
の
利
用
者
は
約
30

人
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
代
表
の
大
西
連
氏

（
も
や
い
理
事
長
）
は
、
「
今
回
の
利

用
者
の
特
徴
は
、
女
性
が
多
い
。
ま
た
、

知
的
障
害
が
あ
る
方
は
２
割
以
上
で
、

精
神
疾
患
が
あ
る
方
が
３
人
に
１
人
以

上
い
た
。
本
来
な
ら
ば
路
上
で
は
な
く
、

様
々
な
福
祉
施
策
で
支
え
ら
れ
て
い
る

は
ず
の
人
が
色
々
な
事
情
で
路
上
に
出

て
い
る
。
路
上
に
取
り
残
さ
れ
て
い
る

実
態
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
」
と
話
し

ま
し
た
。

シ
ェ
ル
タ
ー
開
設
と
と
も
に
、
池
袋
・

渋
谷
で
の
医
療
福
祉
相
談
会
も
行
わ
れ
、

相
談
会
に
は
東
京
民
医
連
か
ら
21
人
、

の
べ
28
人
の
医
師
・
看
護
師
・
事
務
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
参
加
し
、
訪
れ
た
方

に
対
し
て
相
談
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

年
始
あ
け
の
５
日
か
ら
は
、
福
祉
事

務
所
申
請
の
同
行
を
行
い
、
社
会
資
源

の
利
用
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

（
東
京
民
医
連

椎
野

綾
）
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